
令和4年(2022年)3月号 総務・広報委員会

仙台中法人会

青年部会通信

⑥

I メお:

ぐ’‘廣

なぜ
爲

3 わ月号

が
と

2.企業は雄争力を保ちながらサステナピリテイを意纖する0gが必g

き
い

まx
L
た

これからの経蓉

新
修
委山Bgg

員
長

浅
野
公

ミバ

ネる
ズ研本
v修研
を事修
は業を
じはも
を全ち

壌ネこ
カサぞ
頂をネ
ネs �
$H
Nn

ぶさ

研軽
修妙講
�な義
な語内
10
ま
L

り容
aは
と若

誠
だ委を
tSf

な豊干
D富難
な解
事で
例レ

ね
�
n
たの

じ最

I*
すA
そI

It
it

要
分
野

-r

シ

る
と D

a G
解え
みの

i;
ん

力

よ

10
良
レ)

教
育

とム
仕’ョ

れ
フ加

:き
と
緩

結

fS
p
ぢけ
-?

る

生
産

色経
に巧
て上

も、HU
b (A
疑s
園D
で<j

し s
たと
がA

ま力1$
のど
主う

例s
をD

容G
をs
を、の
f �
�レ
講ン
義ド
頂と
きA

まI
ン活
ち用

に
つ

レ

て

事

取を
締研す

al?
師み

ill
Its

c

0

0

LL]

田

勝

俊R撞
先eで
生cす1こ
i"'?
き� t
招
き
L

s

i た

、e

Aフ
I s 2
をD月

$�1
pl
ぬ
・� 1年

ね■
例お2

をi回
れ二研
を講修
�I»
L_ s業

な

Bl

A S
I D

ズG

を緒
龍代隠
_まのI

座

こい
:いIポ,」ィw,

き と こ
« た ,・れ

ワ
か

クと ら
チ思 も

を環
送摸
るs

S 3
・ t すn た)»グl.,

�ホ
会

q
業�

と を

''s

ら >1
I

T ▲JRG委員会の
3 みなさんと

1�イ授業にも参加して
もらいました

»
*

I
8

s
墓

き

・a
要て
性環
を境
伝を
え守
てる

まとう

ゆ■
'IS?

キをも

ホ
回そス
収ジら
は繁K
4ジ簡
1 Iモ
6 Rみ
kg £り
4,こ誉途
なき評
り会の

ムも

-i-を
gf
暴き
め
る

�一

と

た
が

も1
?去
�

の

きs
ンモ
た の

お
か
げ-
で
ス

は才

じど
め7
て-<
とン
ぐで
ろの

�授

・I
??
と?
また
を環
ミ境
fc授
ミ業
ろは

流

ぎさ
1i»
ミだ
&ま
i t
を

隔
て

て
の

'ia
れ
な
い

なし力
り_ホ、と
ァ、I世
ジヒ、界
リ回で

裏ふ寂夕
のし接
子た種
どモ状

1

動行
レ

? fi
レ18

B

況

を

講

も5

jU
けプs
HI
til
モシ説
のに明

ご��

れレ
z°環
画■セ
サ授
急業

で

か

の

に

ゴヒ
田
/J、

概ぐt
!S?

年環
部境

授
業

フ

のの業
効活を

s
I
I

g
s

I

■甚
ぎ�・
is
ま業
§s
$ i

§"
ま;'s
れ:
て：よ

il
�
お動

f.
こ

に
感
謝
u
て

I
が
ら

I

憩す

を再
さき
u
来し
年て

n
おtl
況e
哲報
見告
通で

I
I
s

制」

II
る
中

s I
そ会
れ通
デ信
れと
のな

13

集

記

員
会 �
ぐ。
れ

い

si
I
つ

ご

ざ

�̶�

1 91y 曲
ヨチミ
g£ S
な度知
デ事

°8
ど告
8i
Ai

『
v《

な
が
る

有

t
義
な

日

安さ
錬を
萎ジ
員ま
Sレ

た

鈴
木
大

き

上青
さ年約

g$¥
-を員S
深20ジ
夕名さ
るだな

ポ
� 5'! ¥
でた会
きもだ

更き、
なこ
るれ
飛ま

"t�

青'
l?f
Iを
I催ネ 1

まし

な
y)
ま
L

慰
労

ki
を
込

I
§

上戦
がと

き葛
とて、
が�If
n

流

青動
年不
部足
会解
員消
16を
名目

的

健す12
,ミさ
養ぽ

L
た

を
L-体

をな
勲せ
から
レ大
たい
後じ
ほ盛
_: 10

に

s
I
個
A
戦

t

の

取 を s

と
L

s
ク

I
会
で
(ま

にヨキ

sjf
の ン
どしシ
環まャ

としと

B
頃
の

運

L -1'
>

イ山
台
に
て

ポ

&親

II
ぢ

グ

碧

次世代を担う
あなた！

青年部会員募集!
[詳しくは事務局まで]担当石山

DEVELOPMENT青年部会ではSDGSに

G€MLS取リ組んでいます

企業は雄争力を保ちながらサステナピリテイを意纖する0gが必g

x

これからの経蓉

山Bgg

I1-"̶rTT

ぶ

)»グl.,
�ホ y�.

・ t�お’

-Af
‘ '!<

I
>1 I

"I

▲JRG委員会の

みなさんと

イ授業にも参加して

もらいました

t

»
爲

次世代を担う
あなた！

青年部会員募集!
[詳しくは事務局まで]担当石山

DEVELOPMENT青年部会ではSDGSIこ

G€MLS取リ組んでいます

青年部会Hp内でもご覧になれます。 次回の青年部会通信は令和4年8ガ号を予定しております:
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※ご不明な点は、(公社)仙台中法人会事務局までご連絡下さい。(◎263-0152)


